
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校目標：～夢や目標をもち、思いやりの心とチャレンジ精神に満ちあふれた生徒の育成～ 
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今後、学校Webや学校だよりでの画像などの掲載で、都合が悪いことがありましたら本校教頭までお電話ください。 

並みを楽しみながら、班ごとに計画を立てて散策し、仲間と協力して行動する姿が見られました。今回
の校外学習では、歴史や文化についての理解を深めるだけでなく、時間や公共の場 

 
１０月３０日（金）、第 69 回文化発表会・合唱コンクールが開催されました。今年度のテーマは「最高の瞬間を、最高の
仲間と。～この青春を全力で楽しめ～」。仲間と励まし合い、時には意見を交わしながら、目標に向かって努力してきた生
徒たち。その思いが一つになり、笑顔と感動にあふれる一日となりました。 
 午前のステージ発表は、生徒会のオープニング映像で幕を開けました。工夫とユーモアに会場が盛り上がり、続く３年
生の大和太鼓では、息の合った力強い音が体育館に響き渡りました。吹奏楽部の「大和中吹奏楽部 2026」も、仲間と心
を一つにした豊かな演奏で会場を魅了しました。 
 各学年の劇も個性と団結力が光りました。１年生の「大和リベンジャーズ」は、初めての舞台に挑む一生懸命な姿が印
象的でした。２年生の「未来のパズルは、空欄のままで。」では、仲間と表現を磨いた成果が感じられました。３年生の「ジャ
ンボドリーム」は、最上級生としての経験と学年の絆が伝わる、見応えある舞台となりました。 
 展示発表では、各学年のモザイクアート、１年生の「大和スイッチ」やインスタ映え看板、２年生の「ふるさと大和」のジオ
ラマ、３年生の修学旅行レポートなど、仲間と協力して完成させた作品が並びました。各教科の研究や作品、美術部・パソ
コン部の展示にも、生徒たちの創意工夫と豊かな感性があふれていました。 
 文化発表会の「最高の瞬間」は、舞台の上だけにあったのではありません。何度も練習を重ね、思うようにいかないこと
を乗り越え、仲間と支え合ってきた時間そのものにも、大きな価値があります。一人ひとりが自分の役割を果たし、仲間とと
もに一つのものをつくり上げた経験は、これからの学校生活にもつながる大きな力となります。まさに、今しかない青春を
全力で楽しみ、最高の仲間とともにつくり上げた「最高の瞬間」でした。 

午後の合唱コンクールでは、「Sing our lives and dreams ～輝く音色を響かせよう～」のスローガンのもと、体育館い
っぱいに美しい歌声が響き渡りました。一人ひとりの声は違っても、仲間と心を合わせることで、一つの大きなハーモニーが生
まれる。そこには、何度も練習を重ね、時には思うようにいかないことを乗り越えてきた、子どもたちの努力がありました。１年
生のひたむきな歌声、２年生の成長を感じるハーモニー、そして３年生の思いのこもった合唱。それぞれの歌声に、仲間と積み
重ねてきた時間が感じられ、心に残る合唱コンクールとなりました。 
仲間とともに一つの目標に向かって努力した経験は、これからの学校生活にもつながっていくことでしょう。ご来場いただ
いた保護者の皆さま、温かい拍手とご声援をありがとうございました。 

３年５組 １年３組 ２年７組 

（HP用では、 鮮明な顔写真や生徒名は載せておりません） 

曲名：「大切なもの」 
指揮者：N・Rさん 
伴奏者：K・Mさん 
実行委員：K・Hさん、I・Rさん 

曲名：「COSMOS」 
指揮者：H・Kさん 
伴奏者：Y・Kさん 
実行委員：F・Kさん、Y・Kさん 

曲名：「群青」 
指揮者：N・Hさん 
伴奏者：O・Sさん 
実行委員：Y・Kさん、K・Aさん 


